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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 シンプルで拡張性に優れた統合プラ ッ ト フォーム  ソ
リ ューシ ョ ンの BEA WebLogic Platform の概要を説明します。このマニュアルの
構成は以下のとおりです。

� 「BEA WebLogic Platform の紹介」 では、 WebLogic Platform の主な機能と利
点を紹介し、 WebLogic Platform の導入によって企業がビジネス上のどのよ
う な課題に対処できるかを概説します。

� 「J2EE アプ リ ケーシ ョ ンの開発」 では、 BEA WebLogic Platform 開発ソ
リ ューシ ョ ンについて説明します。 エンタープライズ  ク ラスの Web サービ
スなどの ミ ッシ ョ ンク リ テ ィカルな J2EE アプリ ケーシ ョ ンを開発およびデ
プロイする際に不可欠な、 BEA WebLogic Server の機能に焦点を当てます。

� 「WebLogic Workshop による  Web サービスの開発」 では、 BEA WebLogic 
Workshop 開発フレームワークについて説明します。 このフレームワークに
よ り、 J2EE の専門家だけでなく アプ リ ケーシ ョ ン開発者も、 エンタープラ
イズ ク ラスの Web サービス  アプリ ケーシ ョ ンの迅速な開発、 テス ト、 およ
びデプロイを実行できます。

� 「エンタープラ イズ ポータルの構築」 では、 BEA WebLogic Portal を使用し
てエンタープライズ  ポータルを構築するための、 統合されたフレームワーク
について説明します。

� 「エンタープラ イズの統合」 では、 BEA WebLogic Integration を使用して、
企業内および企業全体にわたってアプリ ケーシ ョ ン と ビジネス  プロセスを統
合するためのソ リ ューシ ョ ンについて詳細に説明します。

� 「エンタープラ イズの管理」 では、 アプリ ケーショ ン開発と 実行時環境を管理

するための統合オペレーショ ン  ツールおよび管理ツールについて説明します。

� 「WebLogic Platform ソ リ ューシ ョ ンの構築」 では、 WebLogic Platform を使
用してエンタープライズ  ビジネス  ソ リ ューシ ョ ンを構築する例と、
WebLogic Platform の機能の相互運用性について説明します。

� 「プラ ッ ト フォームの拡張」 では、 標準ベースの WebLogic Platform の拡張を
検討されているお客様向けのオプシ ョ ンについて説明します。
BEA WebLogic Platform の紹介 v



対象読者

このマニュアルは、 BEA WebLogic Platform の機能と利点に関心がある、 新規ま
たは既存の BEA のお客様を対象にしています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ トで入手できます。 BEA ホーム 
ページから  [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 以下の URL にある製品
のドキュ メ ン トのページに直接アクセスして ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用して、Web ブラウザから こ
のマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 e-docs Web サイ ト の WebLogic Platform ドキュ メ
ン ト  ページで入手できます。 また、 ドキュ メ ン ト  CD にも収録されています。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開いて、 マニュアルの全体 ( または一部 ) を書籍
の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Platform ドキュ メ ン ト
のホーム ページを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] ボタンをク リ ッ ク し、
印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader をお持ちでない場合、以下の URL の Adobe Web サイ ト か
ら無償で入手できます。

http://www.adobe.co.jp/
vi BEA WebLogic Platform の紹介
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関連情報

以下のマニュアルでは、 WebLogic Platform の機能と コンポーネン トについて説
明しています。

� 『BEA WebLogic Server の紹介』

� 『WebLogic Workshop の紹介』

� 『BEA WebLogic Portal 開発ガイ ド』

� 『BEA WebLogic Integration の紹介』

� 『WebLogic Platform 7.0 セキュ リ テ ィ  の紹介』

サポート情報

WebLogic Platform のドキュ メ ン トに関するお客様からのフ ィードバッ クは、 弊
社にとって大変貴重なものです。 ご意見やご質問があ り ましたら、電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送 り ください。 お送 りいただいたご意見は、
WebLogic Platform ドキュ メ ン ト の作成および改訂を担当する  BEA スタ ッフが直
接拝見いたします。

電子メール メ ッセージには、 ご使用の WebLogic Platform ドキュ メ ン ト の リ リー
ス番号を明記して ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Platform について不明な点がある場合、 または 
BEA WebLogic Platform のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSupport (www.bea.com) を通じてカスタマ サポート までお問い合わせくださ
い。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱されて
いるカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 貴社名とご住所
BEA WebLogic Platform の紹介 vii



� お使いの機種と コード番号

� お使いの製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 説明

太字テキス ト 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 + 〔Tab〕 2 つ以上のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体と
そのメンバー、 データ型、 ディ レク ト リ 、 およびファ イル名と

その拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテ

キス ト も示す。

例 : 

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な語を示す。

例 : 

void commit ( )
viii BEA WebLogic Platform の紹介



斜体の等幅

テキスト

コード内の変数を示す。

例 : 

String expr

すべて大文字の

テキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 : 

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 { } 自体は、 入力しない。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 [ ] 自体は、 入力しない。

例 : 

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 | 自体は、 入力しな
い。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

... 自体は、 入力しない。

例 : 

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
垂直の省略記号自体は、 入力しない。

表記法 説明
BEA WebLogic Platform の紹介 ix



x BEA WebLogic Platform の紹介



BEA WebLogic Platform の紹介
BEA WebLogic Platform の紹介

BEA WebLogic Platform は、既存の BEA WebLogic 製品群を、 シンプルで拡張性

に優れたプラ ッ ト フォーム ソ リ ューシ ョ ン と して統合したものです。 WebLogic 
Platform は、既存の BEA WebLogic 製品のすべての機能、つま り アプ リ ケーシ ョ

ン サーバ、 開発、 ポータル、 および統合の各機能が高度に統合されたソ リ ュー

シ ョ ンであ り、 共通アプリ ケーシ ョ ン  インフラス ト ラ クチャの利点を、 堅牢で

使いやすいフレームワークに融合できます。

以下の図に、 WebLogic Platform 共通アプ リ ケーシ ョ ン  インフラス ト ラ クチャを

示します。

図 1  BEA WebLogic Platform
BEA WebLogic Platform の紹介 1



WebLogic Platform の機能

図 1 で示したよ うに、 WebLogic Platform には以下の機能があ り ます。

表 1   WebLogic Platform の機能

機能 解説

アプ リケーシ ョ ン 
サーバ

高い実績を誇る  BEA WebLogic Server を介して、 e ビジネス  アプ リケーシ ョ ン
の迅速な開発、 デプロイ メ ン ト、 および管理を行うための堅牢な基盤。 共通ア

プ リ ケーシ ョ ン実行時環境も実装されている。

開発とデプロイ メ

ン ト

開発、 デプロイ メン ト、 および実行時環境が統合されたもので、 以下の機能がある。

� エンタープラ イズ ク ラ スの Web サービスなどの J2EE アプ リケーシ ョ ンを、
WebLogic Server を介して開発およびデプロイするための、 柔軟で充実した
フレームワーク。

� グラフ ィカルな開発フレームワークである  WebLogic Workshop。 J2EE の熟
練者だけでな くアプ リ ケーシ ョ ン開発者も強力な Web サービスを迅速に構
築できる。

� WebLogic Server を介した共通アプ リケーシ ョ ン実行時環境。

ポータル BEA WebLogic Portal を使用して、 エンタープライズ ポータルを構築するため
の統合フレームワークで、 以下の機能がある。

� 高パフォーマンスのエンタープライズ  ポータルを効率的に構築、 使用開始、
および保守できる、 サービス と ツールのセッ ト 。

� 充実したユーザ インタフェースを持つ複数のエンタープライズ ポータルと
ポート レッ ト を容易に作成、 カスタマイズ、 および管理できるフレームワーク。

� 事前に定義したルール セッ トに基づき、 閲覧者によるブラウズの行動パ
ターンや特徴に合わせてポータルのコンテンツを調整する機能。

� WebLogic Portal の機能と リ ソースにアクセスするため、 および IT 部門の負
担を軽減するためのポータル管理ツール。

� ポータル統合の費用を削減し、 アプ リケーシ ョ ン統合に Web サービスを活
用できるよ うにする、 標準ベースのアプローチ。

� WebLogic Server を介した、 共通アプ リケーシ ョ ン実行時環境。
2 BEA WebLogic Platform の紹介



BEA WebLogic Platform の紹介
WebLogic Platform のメ リ ッ ト

WebLogic Platform の共通アプリ ケーシ ョ ン インフラス ト ラ クチャを使用する
と、 以下のメ リ ッ トがあ り ます。

� パッケージ化、 ダウンロード、 インス トール、 ライセンス供与、 ドキュ メ ン

ト作成、 サポート、 およびリ リース  スケジュールのモデルを共通化

� エンタープラ イズ機能とサービスのセッ ト を共有

� プラ ッ ト フォーム全体における、 アプ リ ケーシ ョ ンの共存と相互運用性

� 実績のある  WebLogic Server を介した、 共通アプリ ケーシ ョ ン  サーバの実行
時環境

� 運用管理 (OA&M) とセキュ リ テ ィに共通のフレームワーク

� アプ リ ケーシ ョ ン ド メ インを生成するための汎用コンフ ィ グレーシ ョ ン  
ウ ィザード

統合 BEA WebLogic Integration を使用して、 企業内および企業全体にわたってアプ
リ ケーシ ョ ンと ビジネス  プロセスの開発、 デプロイ メ ン ト 、 および統合を行う
ための包括的なソ リ ューシ ョ ンであ り、 以下の機能がある。

� 標準ベースの統合技術によ りエンタープラ イズ情報システムを統合する。 カ

スタム  アプ リケーシ ョ ンや従来のアプ リケーシ ョ ンだけでな く、 エンター
プラ イズ  リ ソース  プランニング  (ERP)、 サプラ イ  チェーン  マネジ メン ト  
(SCM)、 人事 (HR)、 およびカスタマ リ レーシ ョ ンシップ マネジ メン ト  
(CRM) のシステムも統合できる。

� サプラ イヤとパー トナ間におけるコ ラボレーシ ョ ン、 およびビジネス  プロ
セスのワークフローの自動化ができる。

� WebLogic Server を介した、 共通アプ リケーシ ョ ン実行時環境。

セキュ リ テ ィ セキュアなアプリケーショ ンをビルドするための共通セキュ リティ  フレームワーク。

OA&M アプ リ ケーシ ョ ンの開発、 デプロイ メ ン ト、 および実行時環境を管理するため

の、 共通の運用管理 (OA&M) フレームワーク。

表 1   WebLogic Platform の機能 (続き )

機能 解説
BEA WebLogic Platform の紹介 3



� WebLogic Platform のサンプルと  QuickStart アプ リ ケーシ ョ ンが用意されて
おり、 WebLogic Platform をシームレスにすぐに使い始めるこ とができる

企業が直面する課題

以下の表で強調されているよ うに、 WebLogic Platform のシンプルで拡張性に優
れた統合アーキテクチャによ り、 企業が直面するビジネス上の課題に対処する こ

とができます。

要約

この節では WebLogic Platform の主な特徴と メ リ ッ ト について紹介し、
WebLogic Platform の導入によって企業がビジネス上のどのよ う な課題に対処で
きるかについて概説しました。

以降の節では、 WebLogic Platform の特徴について詳し く説明します。 また、 共
通アプリ ケーシ ョ ン インフラス ト ラ クチャによ り、 多様なシステムにまたがっ
てビジネス  プロセスを構築、 統合、 および展開する方法について説明します。

ご自身の業務目標に最も近い情報にアクセスするには、 以下の表に概説されてい

る ト ピッ クを参考にして ください。

表 2   企業が直面する課題

特徴 企業が直面するビジネス上の課題

統合アーキテクチャ  — 開発、 ポータル、 および
統合の各機能の融合

顧客は、 膨大かつ多様なアプ リケーシ ョ ンのイン

ス トール、 習得、 統合、 およびサポートに対応す

る必要がある。

簡素化された開発、 デプロイ メ ン ト 、 および管

理 — 開発者が業務目標を達成できるよ う強力に
支援する。

多様な製品や分散化したプラ ッ ト フォームによ

り、 開発、 デプロイ メ ン ト 、 および管理が複雑化

している。

拡張可能なアーキテクチャ  — 堅牢でスケーラブ
ルなプラ ッ ト フォームをサポート

複数の独自システムに依存しているため、 システ

ムの統合や成長が困難。
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BEA WebLogic Platform の紹介
表 3   WebLogic Platform のトピック

知りたい内容 参照するトピック

ミ ッシ ョ ンク リ テ ィカルな  
J2EE アプ リ ケーシ ョ ンを開発
しデプロイする

6 ペ－ジの 「J2EE アプ リケーシ ョ ンの開発」 で、WebLogic Platform 
開発ソ リ ューシ ョ ンについて説明し、 エンタープラ イズ  ク ラスの  
Web サービスなどの ミ ッシ ョ ンク リ テ ィカルな  J2EE アプ リ ケ
シ ョーンを開発およびデプロイする際に不可欠な、 BEA WebLogic 
Server の機能に焦点を当てます。

エンタープライズ ク ラ スの 
Web サービスを開発して、 分
散 リ ソースを統合する

12 ペ－ジの 「エンタープライズ ク ラスの Web サービスを開発する」
で、 分散システムを統合するための標準的な方法を提供する、 エン

タープライズ ク ラスの Web サービスの開発方法について説明します。

WebLogic Workshop 開発フ
レームワークを使用して、

Web サービスを開発する

15 ペ－ジの 「WebLogic Workshop による  Web サービスの開発」 で、
WebLogic Workshop 開発フレームワークについて説明しています。
このフレームワークによ り、 J2EE の熟練者だけでな くアプ リケー
シ ョ ン開発者も、 エンタープラ イズ ク ラ スの Web サービス  アプ リ
ケーシ ョ ンの迅速な開発、 テス ト 、 およびデプロイを実行できます。

従業員、 顧客、 およびビジネ

ス  パートナ向けに、 パーソナ
ラ イゼーシ ョ ンされた統合

ポータルを作成する

22 ペ－ジの 「エンタープライズ ポータルの構築」 で、 WebLogic 
Portal を使用してエンタープライズ  ポータルを構築するための統合
フレームワークについて説明しています。

企業内および企業全体にわ

たって、 アプ リケーシ ョ ン と

ビジネス  プロセスを開発、 デ
プロイ、 および統合する

32 ペ－ジの 「エンタープライズの統合」 で、 WebLogic Integration 
を使用して企業内および企業全体にわたってアプ リケーシ ョ ンと ビ

ジネス  プロセスを統合するソ リ ューシ ョ ンについて、 詳細に説明し
ています。

プラ ッ ト フォーム  セキュ リ
テ ィ機能を管理する

『WebLogic Platform 7.0 セキュ リ テ ィの紹介』 で、 WebLogic 
Platform 7.0 で使用されるセキュ リ テ ィの前提条件と概念について詳
細に説明しています。 『WebLogic Server セキュ リ テ ィの紹介』 で、
WebLogic Server セキュ リ テ ィ  フレームワークのアーキテクチャに
ついて詳細に説明しています。

アプ リケーシ ョ ン開発と実行

時環境を管理する

40 ペ－ジの 「エンタープライズの管理」 で、 アプ リケーシ ョ ンの開

発、 デプロイ メ ン ト 、 および実行時環境の管理を行うための統合管

理ツールについて説明しています。
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J2EE アプリケーションの開発

WebLogic Platform ではユーザのニーズを満たせる ソ リ ューシ ョ ンを用意できる
ので、 開発者の生産性が向上します。 たとえば以下のこ とができます。

� エンタープライズ開発者は、 WebLogic Server の柔軟で充実したフレーム
ワークを使用して、 エンタープライズ ク ラスの Web サービスを始めとする  
J2EE アプリ ケーシ ョ ンを迅速に開発およびデプロイできる。

� アプリ ケーシ ョ ン開発者は、 WebLogic Workshop を使用すれば、 J2EE の熟
練者と同じよ うにエンタープライズ ク ラスの Web サービス  アプリ ケーシ ョ
ンを迅速に開発、 テス ト 、 およびデプロイできる。

以降の節では、 エンタープライズ  ク ラスの Web サービスを始めとする  J2EE ア
プ リ ケーシ ョ ンの迅速な開発を促進する  WebLogic Server の機能について説明し
ます。 WebLogic Workshop については、 15 ペ－ジの 「WebLogic Workshop によ
る  Web サービスの開発」 で説明します。

包括的な  WebLogic Platform 
ソ リ ューシ ョ ンを構築して、

業務目標を達成する

46 ペ－ジの 「WebLogic Platform ソ リ ューシ ョ ンの構築」 で、
WebLogic Platform を使用してエンタープライズ  ビジネス  ソ リ ュー
シ ョ ンを構築する方法の例を示し、 また、 WebLogic Platform 機能の
相互運用について説明しています。

プラ ッ ト フォームを拡張する 53 ペ－ジの 「プラ ッ ト フォームの拡張」 では、 標準ベースの 
WebLogic Platform の拡張を検討されているお客様向けのオプシ ョ ン
について説明します。

表 3   WebLogic Platform のトピック (続き )

知りたい内容 参照するトピック
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J2EE アプリケーシ ョ ンの開発
WebLogic Server の多彩な機能と柔軟性を
活用する

J2EE アプ リ ケーシ ョ ンをよ り迅速に開発するには、 堅牢で信頼性の高い基盤が
必要です。 BEA WebLogic Server には WebLogic Platform のバッ クボーンと して
機能する基盤が用意されています。

また、 WebLogic Server には、 ミ ッシ ョ ンク リ テ ィカルな J2EE アプリ ケーシ ョ
ンの開発とデプロイ メ ン ト に不可欠な機能も装備されています。 さ らに 
WebLogic Server には、 他のどのアプリ ケーシ ョ ン  サーバよ り も多く、 開発者、
独立系ソフ ト ウェア会社 (ISV)、 アプ リ ケーシ ョ ン サービス  プロバイダ (ASP)、
およびシステム  インテグレータ  (SI) に採用されている とい う実績があ り ます。

以下の表で、 J2EE アプリ ケーシ ョ ンの迅速な開発を促進する  WebLogic Server 
の機能に注目します。
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表 4   WebLogic Server の主な機能

機能 解説

J2EE のコンポーネン
ト技術とサービスを

活用する

WebLogic Server は、 Sun Microsystems Java 2 Platform, Enterprise Edition 
(J2EE) version 1.3 のコンポーネン ト技術とサービスをサポート しており、
J2EE 認定の、 独自に開発された Java アプ リ ケーシ ョ ン  サーバと しては最初
のものです。 J2EE には以下の仕様が実装されています。

� Java Server Pages (JSP)、 Java サーブレッ ト 、 および エンタープライズ  
JavaBean (EJB) — スケーラブルで再利用可能な、 コンポーネン ト  ベー
スのアプ リケーシ ョ ンを開発できます。

� Web アプ リケーシ ョ ン  — JSP、 サーブレッ ト、 HTML ページなどの 
Web リ ソースの集ま りをデプロイできます。

� J2EE Connector Architecture (CA) — コネクタ と も呼ばれる リ ソース  ア
ダプタを介して、 エンタープライズ情報システム (Enterprise Information 
System: EIS) を統合できます。

� Java Database Connectivity (JDBC) — 標準化された方法で、 データベー
スにアクセスできます。

� Java Message Service (JMS) — 複数のアプ リ ケーシ ョ ン間で非同期メ ッ
セージ交換によって通信できます。 また、 標準インタフェースの提供に

よ りアプ リケーシ ョ ン開発が簡素化されます。

� Java Naming and Directory Interface (JNDI) — 名前付き リ ソース と ファ
イル システムにアクセスできます。

� ク ラスタ化、 セキュ リ ティ、 ト ランザクシ ョ ン、 および他の中核サービ

スの管理。 詳細については、 40 ペ－ジの 「エンタープラ イズの管理」 を

参照して ください。

J2EE では、 アプリ ケーショ ンのライフサイクル詳細の大部分が管理され、 アプ
リ ケーシ ョ ン開発者はインフラス ト ラクチャの管理よ り もビジネス要件を満た

すための作業に集中できます。 その結果、 多階層のエンタープライズ アプリ
ケーシ ョ ンの開発作業が簡素化されます。 J2EE コンポーネン ト  ベースのモデ
ルでは、 移植可能でスケーラブルなビジネス アプリ ケーショ ンの中核部分を開
発できるので、 生産性の向上および市場への迅速な投入が実現できます。

J2EE コンポーネン トの技術およびサービスの詳細については、 以下の URL 
の Sun Web サイ ト を参照して ください。

http://java.sun.com/j2ee/sdk_1.3/index.html
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J2EE アプリケーシ ョ ンの開発
エンタープライズ ク
ラスの Web サービス
を迅速に開発しデプ

ロイできる

WebLogic Server ではエンタープライズ ク ラ スの Web サービスを迅速に開
発しデプロイする こ とができ るので、 分散システムを標準的な方法で統合で

きます。 Web サービス とは、 分散されたク ラ イアン ト とサーバがインター
ネッ ト経由で情報交換するためにアクセスする、 共有アプ リケーシ ョ ンのこ

とです。

Web サービス開発の詳細については、 12 ペ－ジの 「エンタープラ イズ  ク ラ
スの Web サービスを開発する」 で詳し く説明します。

エンタープライズ 
メ ッセージの交換を

サポート している

メ ッセージ とは、 さまざまなアプ リケーシ ョ ン間における通信制御情報が格

納されている、 リ クエス ト 、 レポート 、 およびイベン トのいずれか、 または

それらすべてのこ とです。 メ ッセージには抽象化レベルが設定されているの

で、 送り先のシステムに関する詳細をアプ リケーシ ョ ン コードから分離で
きます。

WebLogic Server には Java Message Service (JMS) に基づく高度なメ ッセージ
交換プラ ッ ト フォームが実装されており、 複数のアプ リケーシ ョ ン間で、 分

散し緩やかに結合された通信ができます。 具体的には、 JMS では以下のこ
とができます。

� Java アプ リ ケーシ ョ ンで、 メ ッセージング システムを共有して メ ッセー
ジを交換できる。

� メ ッセージの作成と送受信用の標準インタフェースが用意されているの

で、 アプ リケーシ ョ ン開発が簡素化される。

WebLogic JMS の機能に関する詳細については、 以下の URL にある  BEA 
e-docs Web サイ トの 『WebLogic JMS プログラマーズ  ガイ ド』 を参照して く
ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jms/index.html

表 4   WebLogic Server の主な機能 (続き )

機能 解説
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新規および従来のエ

ンタープライズ情報

システム  (EIS) アプ リ
ケーシ ョ ンの統合を

サポート している

WebLogic Server では、 以下の機能によって、 新規および従来の EIS アプ リ
ケーシ ョ ンの統合がサポート されています。

� Web サービス  — 共有アプ リ ケーシ ョ ンへのアクセスおよびその再利用
によ り、 インターネッ ト経由で情報交換できます。

� J2EE Connector Architecture (CA) — リ ソース  アダプタを介して、 エン
タープライズ情報システム  (EIS) を統合できます。

� BEA WebLogic/Tuxedo Connector (WTC) — WebLogic Server と  Tuxedo 
間で双方向アクセスを行い、 手続き型、 Common Object Request Broker 
Architecture (CORBA) および ATMI の各プログラ ミ ング モデルに基づ
いた、 C/C++ または COBOL アプ リケーシ ョ ンの開発、 管理、 およびデ
プロイ メ ン ト を実行できます。

� WebLogic jCOM — WebLogic Server にデプロイされた  Java/J2EE オブ
ジェク ト と 、 Microsoft Office ファ ミ リ 製品、 VisualBasic や C++ のオブ
ジェク ト 、およびその他の  COM/DCOM 対応環境で利用可能な  Microsoft 
ActiveX コンポーネント と の間の双方向アクセスを可能にします。

表 4   WebLogic Server の主な機能 (続き )

機能 解説
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J2EE アプリケーシ ョ ンの開発
WebLogic Server の詳細については、以下の URL にある  BEA e-docs Web サイ ト
の WebLogic Server ドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/index.html

以降の節では、 エンタープラ イズ  ク ラスの Web サービスの開発について詳細に
説明します。

アプ リケーシ ョ ンの

デプロイ メ ン ト を簡

素化する

WebLogic Server のデプロイ メ ン トは、 以下のシンプルな  2 段階のプロセス
で行います。

1. J2EE アプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト をパッケージ化する

2. WebLogic Server 上にある  J2EE アプ リケーシ ョ ン  コンポーネン トのパッ
ケージ フ ァ イルをデプロイする

WebLogic Server に用意されている以下のツールを、 アプ リケーシ ョ ン  デプ
ロイ メ ン ト  プロセスに利用できます。

� BEA WebLogic Builder — J2EE アプ リケーシ ョ ン  モジュールのアセン
ブル、 モジュールのデプロイ メ ン ト記述子の作成と編集、 および 
WebLogic Server へのモジュールのデプロイ メ ン ト を行うためのグラ
フ ィカルなツールです。

� BEA WebLogic EJBGen — Javadoc マークアップを使用するコマンド ラ
イン  ツール。 EJB デプロイ メ ン ト記述子ファ イルと、 ホーム、 ローカ
ル、 およびリモートのインタフェースを自動生成します。

� BEA WebLogic Administration Console デプロイ メ ン ト記述子エディ タ  
— デプロイ メ ン ト記述子ファ イルを編集するためのグラフ ィカルなツー
ルです。

� BEA XML Editor — XML ファ イルを編集するためのグラフ ィカルな
ツールです。

アプ リケーシ ョ ンのデプロイ メ ン トの詳細については、以下の URL の BEA 
e-docs Web サイ トにある  WebLogic Server ドキュ メ ン ト内の 『デプロイ メ ン

ト 』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/
deployment.html

表 4   WebLogic Server の主な機能 (続き )

機能 解説
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エンタープライズ クラスの Web サービスを
開発する

Web サービスには、 企業内およびインターネッ ト上の多様なアプ リ ケーシ ョ ン
間で行われる通信の、 標準的な方法が用意されています。 WebLogic Platform に
は、 分散システムを統合する、 エンタープライズ ク ラスの Web サービスを迅速
に開発してデプロイ し、 実績ある  WebLogic に期待される信頼性、 スケーラビ リ
テ ィ、 および可用性を実現するのに必要なツールと インフラス ト ラ クチャが用意

されています。

Web サービスとは

Web サービスを使用すれば、 分散しているク ラ イアン ト が、 標準化された方法
によ りネッ ト ワーク経由でソフ ト ウェア  アプリ ケーシ ョ ン リ ソースを利用でき
るよ うにな り ます。 Web サービスは標準的な通信手段に依存しているので、 標
準をサポート しているアプ リ ケーシ ョ ンから、 Web サービスが提供する リ ソー
スを利用できます。 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンや Web サービスの内部的な
実装に左右される こ とはあ り ません。

Web サービスは、 以下の理由によ り企業にとって理想的なものです。

� 緩やかな結合。 Web サービスでは、 公開規約 (Web Services Definition 
Language、 つま り  WSDL、 ファ イル ) を使用して通信します。 交換する  
XML メ ッセージは公開規約で記述されますが、 ベース となる実装の詳細は
各アプリ ケーシ ョ ンに依存しています。 緩やかに結合された  Web サービス
では、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンがそれぞれ異なる言語で記述され、 異なる  
OS 上で動作する場合でも、 それらのアプリ ケーシ ョ ン間で通信ができます。

� 交換される情報単位が大きい。 Web サービスではビジネス  レベルで統合が
行われ、 単一のデータ要素ではな く注文書や請求書のよ う なドキュ メ ン ト が

交換されます。 交換される情報単位の大きい Web サービスでは、 システム
の一部が変更された場合でも柔軟に対応できます。

� 非同期。 Web サービスでは同期通信だけでな く非同期通信もできるので、 業
務に合わせた方法で動作します。 非同期 Web サービスでは、 即座には利用
できないリ ソースへのリ クエス トがあった場合でも、 他のリ クエス ト を妨げ

た りシステムの処理速度を低下させたりするこ とな く、 処理できます。
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J2EE アプリケーシ ョ ンの開発
Web サービスは、 製品在庫情報へのアクセス、 株価情報の確認、 ユーザ プロ
ファ イル情報の交換などの、 個々のビジネス  プロセスの遂行に使用されます。

たとえば次の図は、 購入エージェン ト が企業のイン ト ラネッ ト  サイ トにアクセ
スして在庫をチェ ッ ク し、 在庫量が少ない品目に関して、 非同期 Web サービス
を使ってサプライヤに見積も り要求 (RFQ) を発行するし くみを示しています。

図 2  Web サービスの例

各サプラ イヤは RFQ リ クエス ト を受け取り、 価格と提供可能な数量、 納期など
の情報を返します。 すべての通信は非同期で行われ、 サプライヤから情報が返さ

れた時点でその情報がイン ト ラネッ ト のサイ トにポス ト されます。 返された情報

を基に、 購入エージェン トは見積も り価格を確認し、 サプライヤを選定し、 注文

書を発行します。

Web サービスの標準

異機種のハード ウェアやソフ ト ウェアが混在するプラ ッ ト フォーム上の複数のア

プリ ケーシ ョ ンに対して リ ソースを提供し、 またそれらのアプリ ケーシ ョ ン間で

の相互運用性を確保するために、 Web サービスは以下の通信標準に準拠してい
ます。

� 公開レジス ト リ を介して公開される場合のある、 Web Services Definition 
Language (WSDL) ファ イルに機能が記述される。

WSDL ファ イルでは、 Web サービスの動作と他のソフ ト ウェア  アプリ ケー
シ ョ ンとのインタフェース方法について記述します。 WSDL ファ イル を、
Web サービスが提供する リ ソースにユーザがどのよ うにアクセスできるのか
を説明した、 Web サービス用のマニュアルと考える こ とができます。 WSDL 
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には誰でもアクセスでき、 潜在的なク ライアン トが Web サービスを利用す
るのに十分な詳細情報が記述されています。

WebLogic Server では以下のものが提供されます。

� 組み込みの WSDL サポート

� Web サービスのデプロイ時における  WSDL スク リプ ト の自動生成

� Web サービス検索用の Web ベースの分散ロケーシ ョ ン  レジス ト リ を提
供する、 埋め込み Universal Description, Discovery, and Integration 
(UDDI) レジス ト リ

� UDDI やサード  パーティ製レジス ト リの検索と更新に使用する  API

� XML メ ッセージを介して他のアプリ ケーシ ョ ン と通信する。

さまざまなアプリ ケーシ ョ ンによるネッ ト ワーク経由での通信に使用できる

共通言語が、 XML メ ッセージによ り提供されます。 Web サービスを利用す
るため、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 処理実行のリ クエス トが記述された  XML 
メ ッセージを送信します。 Web サービスは、 処理結果が格納された XML 
メ ッセージを送信するこ とによって応答します。

一般に、 XML メ ッセージは Simple Object Access Protocol (SOAP) 構文に
従って書式化されます。 SOAP では、 アプ リ ケーシ ョ ンが他のアプリ ケー
シ ョ ンのメ ソ ッ ドを呼び出してデータを渡すための標準フォーマッ トが指定

されています。 WebLogic Server は、 高いパフォーマンスの SOAP を実装し
ています。 Web サービスの特定の要件によっては、 非 SOAP 形式の XML 
メ ッセージも可能です。

XML メ ッセージ型と構文要件は WSDL ファ イルで定義され、 それらの要件
を満たす XML メ ッセージの送受信が可能なク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン
であれば、 その Web サービスを利用できます。

� リ クエス ト を受信し、 HTTP (HyperText Transfer Protocol)、 JMS (Java 
Message Service) などの標準ネッ ト ワーク  プロ ト コルを使用して応答する。

WebLogic Server では、 Web サービス通信中に使用する標準ネッ ト ワーク  プ
ロ ト コルがサポート されています。

Web サービス開発オプション

BEA では、 エンタープライズ ク ラスの Web サービスの開発用に、以下の 2 種類
のアプローチがサポート されています。
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WebLogic Workshop による  Web サービスの開発
� BEA WebLogic Workshop を使用して、 エンタープラ イズ ク ラスの Web 
サービス  アプリ ケーシ ョ ンの開発、 テス ト、 およびデプロイ メ ン ト を行う方
法。 WebLogic Workshop は、 J2EE の熟練者だけでな く アプ リ ケーシ ョ ン開
発者も、 強力な  Web サービスを迅速に構築できるビジュアルな開発フレー
ムワークです。 次の節で、 このアプローチを詳細に説明します。

� 使い慣れている  IDE エディ タまたはテキス ト  エディ タを使用して Web サー
ビスを開発し、 Web サービス  コンポーネン ト  (データ型シ リ アライザとデシ
リ アライザ、 ク ライアン ト  JAR ファ イル、Web サービス  ホーム ページなど ) 
の作成を支援する  WebLogic Server の Ant タスクを活用し、 WebLogic Web 
サービスの全モジュールを、 デプロイ可能な  EAR ファ イルにパッケージ化す
る方法。 詳細については、 以下の URL の BEA e-docs Web サイ ト で、
WebLogic Server ドキュ メ ン トの 『WebLogic Web サービス  プログラマーズ 
ガイ ド』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/webserv/index.html

WebLogic Workshop による Web サービス
の開発

BEA WebLogic Workshop は、 J2EE の熟練者だけでなく アプリ ケーショ ン開発者
も 、エンタープライズ  ク ラスの Web サービス  アプリ ケーショ ンの迅速な開発、テ
スト 、 およびデプロイが実行できる、 グラフィ カルな開発フレームワークです。

WebLogic Workshop を使えば、 開発者は、 J2EE とオブジェ ク ト指向プログラ ミ
ングを深く理解していなく ても、 安定した Web サービスをビジュアルに設計で
きます。 開発者は、 複雑な API の習得に時間を費やすこ とな くアプ リ ケーシ ョ
ンのロジッ クに専念でき、単純なプロパティ  (Javadoc 注釈と して表現されます ) 
を設定するだけでフレームワーク内の高度な機能にアクセスできます。

WebLogic Workshop には、 コードの編集、 デバッグ、 プロジェ ク ト管理など、
多くの開発環境で使用される機能がすべて用意されています。 構築、 デプロイ メ

ン ト 、 およびテス トの各工程は緊密に統合され、 また透過的に管理されるので、

繰り返し部分の多い開発を迅速化できます。 WebLogic Workshop を使用して構
築した Web サービスは WebLogic Server 上に自動的にデプロイ されるので、デプ
ロイ メ ン ト が合理化され、 企業全体でサービスの整合性を確保できます。
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WebLogic Workshop は以下のコンポーネン ト で構成されています。

� ビジュアル開発環境 — WebLogic Workshop には、 Web サービス開発用の直
感的な GUI ベースの統合開発環境 (IDE) が用意されており、 開発、 テス ト 、
およびデバッグ工程が単一かつ一貫したプロセス と してサポート されます。

� 実行時フレームワーク  — WebLogic Workshop には、 WebLogic Workshop で
作成した Web サービスのデプロイ メ ン ト と管理を行う ための実行時環境が
用意されています。

� Web サービス アプリ ケーシ ョ ン用フォーマッ ト  — WebLogic Workshop を使
用して生成した Web サービスは、 Java Web Services (JWS) ファ イルと して
格納されます。 JWS ファ イルには、 Web サービスの動作を規定する  Java 
コードが格納されます。 また、 JWS ファ イルは、 Javadoc 構文で表現された、
追加機能を定義する注釈付き標準 Java ク ラス定義で構成されます。 JWS 
ファ イルを、 XML メ ッセージを介して外の世界と通信する  Java ク ラスであ
る と考えるこ とができます。

WebLogic Workshop のビジュアル開発環境および実行時環境については、 以降の
節で説明します。 WebLogic Workshop の詳細については、 以下の URL で示す 
BEA e-docs Web サイ トの WebLogic Workshop ドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/workshop/docs70/index.html

WebLogic Workshop を使って Web サービスを
開発する

以下の図で示した WebLogic Workshop IDE によ り、 Web サービス構築用の高度
な開発環境が提供されます。
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WebLogic Workshop による  Web サービスの開発
図 3  Web サービスの開発 — WebLogic Workshop IDE

WebLogic Workshop IDE のメ イン領域には現在定義されている  Web サービスが
表示され、 周囲のペインにはそのサービスに関連する情報が表示されます。

前の図で示したよ うに、 WebLogic Workshop で JWS ファ イルにアクセスするた
めのビューは以下の  3 つです。

� デザイン  ビュー — Web サービスをビジュアルに設計する

� ソース  ビュー — Web サービスのソース  コードを表示し編集する

� テス ト  ビュー — Web サービスのテス ト とデバッグを行う

WebLogic Workshop では双方向編集がサポート されるので、 デザイン ビューで
更新した内容は自動的にソース  ビューに反映されます。 また、 ソース  ビューで
更新した内容も自動的にデザイン ビューに反映されます。 たとえば、 デザイン 
ビューで requestReport メ ソ ッ ドを追加した場合、 対応する ソース  コードが自
動生成され、 以下の図に示すよ うにソース  ビューに表示できます。
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図 4  WebLogic Workshop の双方向編集

以降の節では、 デザイン ビュー、 ソース  ビュー、 およびテス ト  ビューについて
詳細に説明します。

Web サービスをビジュアルに設計する

以下の図で示すデザイン ビューでは、 Web サービスおよび、 ク ラ イアン ト  アプ
リ ケーシ ョ ンやデータ  リ ソース  (データベース、 他の Web サービスなど ) との
対話をビジュアルに設計できます。

図 5  Web Services をビジュアルに設計する  — デザイン ビュー

Web サービスの設計時に以下の項目を定義できます。
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WebLogic Workshop による  Web サービスの開発
� Web サービス  インタフェース。 Web サービスの機能を提供する メ ソ ッ ド、
ク ラ イアン トに結果を非同期に返すコールバッ クなどが含まれます。

� 以下の処理を行う コン ト ロール。

� EJB、 データベース、 JMS キューなどの高度な J2EE 機能へのアクセス

� 特定の時間間隔での処理実行

� 他の Web サービスへのアクセス

� フレームワーク内の高度な機能にアクセスするためのプロパティ  (Javadoc 注
釈と して表現される )。 [ プロパティ ] ペインについては、 図 3 を参照して く
ださい。 プロパティには以下のものがあ り ます。

� 一連の非同期コールを長時間実行している間、 Web サービスの状態を保
持するための会話。 図 5 で示したアイコンは、 会話の開始ポイン ト と終
了ポイン ト を示します。

� リ クエス ト と応答を確実に処理するためにそれらを不揮発性キューに格

納する、 メ ッセージ  バッファ。

� 使用するインタフェースでサポート されているプロ ト コル。

� XML メ ッセージと  Java オブジェ ク トの間におけるデータ変換方法を制
御する  XML マップ。 Map and Interface Editor では、 簡単にパラ メータを
定義して  XML マップを返し、 ユーザのアプリ ケーシ ョ ン とのインタ
フェースを構築できます。

Web サービスのソース コードを編集する

以下の図で示すソース  ビューでは、 Web サービスのソース  コードを直接編集す
るこ とによ り、 生成したコードのカスタマイズおよびアプ リ ケーシ ョ ン ロジッ
クの実装ができます。
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図 6  Web サービスのソース コードを編集する  — ソース ビュー

ソース  ビューでは、 オート コンプ リー ト、 パラ メータ  ヒン ト 、 入力エラーの強
調表示など、 生産性を高める機能がサポート されています。 構文エラーのある

ファ イルをコンパイルする と、 ソース  ビューの下部にある  [ エラー ] ペインにエ
ラー メ ッセージが表示されます。 また、 コード内の構文エラーのある箇所に赤
い下線が引かれます。 特定のメ ッセージをダブルク リ ッ クする と、 エラーのある

コードの隣にカーソルが移動します。
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WebLogic Workshop による  Web サービスの開発
Web サービスをテスト、 デバッグする

以下の図で示すテス ト  ビューでは、 Web サービスをテス ト できます。 テス ト  
ビューは、 ある特定のパラ メータ値でサービス  メ ソ ッ ドを呼び出すこ とができ
る、 動的に生成された HTML ページで構成されます。

図 7  Web サービスをテスト 、 デバッグする — テスト  ビュー

ウ ィ ンド ウの左側にある  [Message Log] には、Web サービスとの間でテス ト中に
送受信される メ ッセージが表示されます。 ログ  エン ト リ をク リ ッ クする と、
メ ッセージのリ クエス ト と応答の詳細情報が表示されます。

テス ト中に WebLogic Workshop 統合デバッガを使用して Web サービスをデバッ
グできます。 統合デバッガでは、 ブレークポイン トの設定、 行単位でのステップ

実行、 ローカル変数の表示、 変数へのウォッチの設定、 コール スタ ッ クの表示、
および例外情報の表示ができます。
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WebLogic Workshop を使用して Web サービスを
デプロイメン ト、 管理する

WebLogic Workshop 実行時環境には、WebLogic Workshop で作成した Web サー
ビスを簡単にデプロイおよび管理できるフレームワークが用意されています。

WebLogic Workshop 実行時環境は JWS ファ イルを読み取り、 以下のタスクを自
動的に実行します。

� Web サービスをコンパイルおよびデプロイ メ ン トする。 具体的には、 必要な 
EJB、 メ ッセージ キュー、 他の J2EE リ ソースを生成してアプリ ケーシ ョ ン
をデプロイ し、 それぞれの EJB 用にデプロイ メ ン ト記述子を作成します。

� Web サービスで使用されるコン ト ロールのインスタンスを生成する。

� Web サービス記述用の WSDL ファ イルを生成する。

� Web サービス起動用の Java ク ラ イアン ト  コードを生成する。

� プロダクシ ョ ン サーバへの標準デプロイ メン ト の対象となる  Web サービス
の集ま りが格納された、 EAR ファ イルを生成する。

以下の節では、 エンタープライズ  ポータルの構築方法について説明します。 エ
ンタープラ イズ ポータルでは、 Web サービス との対話によ り分散システムを統
合できます。

エンタープライズ ポータルの構築

BEA WebLogic Portal では、 エンタープライズ ポータルを構築するための統合フ
レームワークが用意されます。 このフレームワークには以下の機能があ り ます。

� アクセスするユーザのニーズに合わせて調整したり 、 訪問者の好みに基づいて

カスタマイズができる対話型ポータルを構築、 利用開始、 および保守できる。

� 複数のポータルを容易に作成、 カスタマイズ、 および管理できる。

� 情報、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびビジネス  プロセスへのセルフサービス  ア
クセスの簡素化、 パーソナライゼーシ ョ ン、 およびコス ト削減ができる。
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エンタープライズ ポータルの構築
� 共通インフラス ト ラ クチャを活用しコンポーネン トの再利用を可能にするこ

とによ り、 ポータルの開発、 デプロイ メ ン ト、 および管理が簡素化され、 IT 
生産性を向上できる。

� WebLogic Server に用意されている共通アプリ ケーシ ョ ン実行時環境下で実
行できる。

以降の節では、 ポータルとは何かを定義し、 WebLogic Portal の機能と設計ツー
ルについて説明します。

WebLogic Portal の詳細については、 以下の URL で示す BEA e-docs Web サイ ト
の WebLogic Portal ドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlp/docs70/index.html

ポータルとは

ポータルとは、 企業のデータ とアプ リ ケーシ ョ ンにアクセスできるよ う に用意さ

れた単一のポイン トのこ とで、 統合およびパーソナライゼーシ ョ ンされたビュー

を通して、 従業員、 顧客、 およびビジネス  パートナに対して情報を表示します。

ポータルの主な種類は以下の 3 つです。

� ビジネス  パートナ間で情報を交換するための企業間 (B2B) ポータル

� さまざまな種類の消費者に対して、 コンテンツ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および

サービスを提供する企業消費者間 (B2C) ポータル

� 企業のメ ンバーや従業員のイン ト ラネッ ト  Web サイ ト を強化する企業従業
員間 (B2E) ポータル
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以下の図は、 企業消費者間ポータルの例です。

図 8  ポータルの例

前の図で示したよ うに、 ポータルでは、 ポー ト レッ ト を使用してコンテンツが管

理および整理されます。 ポート レッ ト とは、 ポータル ページのセクシ ョ ン内に
コンテンツまたアプリ ケーシ ョ ンを表示する標準のユーザ インタフェースのこ
とです。 1 つのポータル内に複数のポート レ ッ ト を表示できます。 ポー ト レ ッ ト
によ り、 パーソナライゼーシ ョ ンされたコンテンツ、 および商取引サービス と

キャンペーン サービスを表示でき、 バッ クエンド  システムとの統合もできます。
これらの概念については、 以降の節で詳細に説明します。
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エンタープライズ ポータルの構築
WebLogic Portal の機能

以下の表で、 WebLogic Portal の主な機能について説明します。

表 5   WebLogic Portal の機能

機能 解説

ポータル設立サービス 充実したユーザ インタフェースを使って複数のエンタープライズ ポータル
およびポート レッ ト を作成、 カスタマイズ、 および管理できるフレームワー

クが用意されています。

ポータル設立サービスには以下のものが含まれます。

� JSP ベースのポート レ ッ ト 、 およびカスタマイズされたページ  レイアウ
ト を使用したポータル ページを作成できるプレゼンテーシ ョ ン  サービ
ス。 WebLogic Portal にはエディ タ と ウ ィザードが用意されており、 ポー

タルとポート レッ ト を作成および管理できます。

� ポータルの外観を定義するレイアウ ト、 スキン、 およびポート レッ ト選

択。 レイアウ トでは、 ポータル ページ上のポート レッ トの配置を定義し

ます。 スキンでは、 ポータルの全体的な外観と使い勝手を定義します。

ポー ト レッ ト選択では、 ページ上にどのポー ト レッ ト を表示するかを定

義します。

� システムおよびサービス と、 サードパーテ ィ製コンテンツ管理システム、

LDAP サーバ、 および検索エンジン との統合。

� 商取引サービス とキャンペーン  サービス。 これにはカタログ、 検索やブ
ラウズ、 シ ョ ッピング カート、 注文管理、 代金支払いサービス、 および

割引の各機能用に、 およびバッ クエン ド  システム統合用に事前定義され
た、 商取引テンプレー トが含まれています。
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パーソナラ イゼー

シ ョ ン と対話管理

事前に定義したルール セッ トに基づき、 閲覧者によるブラウズの行動パター
ンや特徴に合わせて  Web サイ トのコンテンツを調整できます。

パーソナラ イゼーシ ョ ンは、 暗黙に行われる場合も明示的に行われる場合も

あ り ます。 暗黙的なパーソナラ イゼーシ ョ ンでは、 オンラ インでのブラウズ

の行動パターンに合わせてサイ トが調整されます。 明示的なパーソナラ イ

ゼーシ ョ ンでは、 オンラ インのプロフ ァ イルとオフラ インの訪問者データ

ベース情報を使用して、 関連するパーソナラ イゼーシ ョ ン情報を提供する こ

とによ り、 既知の訪問者に合わせて Web サイ トがさ らに調整されます。

パーソナラ イゼーシ ョ ンと対話管理には以下の事項が含まれます。

� パーソナラ イゼーシ ョ ン規則定義のサポー ト

� 広告の表示、 プロモーシ ョ ン電子メールの送信、 割引対応などのアク

シ ョ ンを指示するイベン ト

� 傾向と予測の分析手法を発展させて Web サイ トのコンテンツを最適化す
る行動追跡

� 対象が複数あるプロモーシ ョ ン  キャンペーンまたは対話を、 企画して管
理するためのキャンペーン管理

� プロモーショ ンが表示される  Web サイト の場所を識別するプレースホルダ

� ユーザ プロファ イルおよび動的なデータ  (訪問者数、 サイ トで購入した
製品の価格など ) から収集した類似の属性によってユーザを分類する、
ルールベースの顧客分類

インテ リジェン ト管理 WebLogic Portal 機能と リ ソースにアクセスし、 IT 部門の負荷を軽減するた
めのツールをポータル ユーザに提供するこ とによ り、 ポータル管理を容易に
します。

インテ リジェン ト管理には以下の事項が含まれます。

� 管理階層を作成して、 作業の委託および負荷分散を行うための委託管理。

� ルールベースの資格付与。 どのユーザまたはグループが特定のポータル 
コンテンツを表示できるかを決定する、 一連のルールを確立します。 資

格付与によ り、 ビジネス  ルールに基づいてユーザ パーミ ッシ ョ ンが動的

に定義されるので、 管理コス ト を削減できます。

� Web ページとポータル ページ間の移動を制御し、 訪問者に表示するコン
テンツを、 ベース となるビジネス  ロジッ クから分離する  Webflow。

表 5   WebLogic Portal の機能 (続き )

機能 解説
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エンタープライズ ポータルの構築
WebLogic Portal ツール

WebLogic Portal では、 基本的な設計および管理タスクに使用する以下のツール
が用意されています。

� ポータル管理ツール。 BEA WebLogic Portal Administration Tools の一部です。

注意 : WebLogic Portal Administration Tools の詳細については、 43 ペ－ジの
「WebLogic Portal のその他の機能を管理する」 を参照して ください。

� E-Business Control Center。 スタンドアロンのグラフ ィカル ツールです。

これらのツールについては以降の節で説明します。

統合サービス ポータル統合費用を削減し、 アプ リケーシ ョ ン統合のための Web サービス
の活用を可能にする、 標準ベースのアプローチを適用しています。

統合サービスには以下の事項が含まれます。

� 統合ユーザ プロファ イル (unified user profile: UUP)。 ユーザ プロファ イ
ル、 既存のユーザ データベース、 従来のアプ リケーシ ョ ンなど複数の

データ  ソースでのユーザ情報を、 単一のビューで表示します。

� Pipeline コンポーネン ト 。 Web アプ リケーシ ョ ンとエンタープラ イズ情

報システム  (WebLogic Integration を含む ) 間のプロセスレベルの通信お
よびデータフローを容易にします。 Pipeline コンポーネン ト とは、 割引
額の算出やクレジッ ト  カード番号の認証などのタス クを行う、 ビジネス  
ロジッ クの個々の単位のこ とです。

� エンタープライズ情報システムと統合するためのポー ト レッ ト を構築可

能。 たとえば、 Web サービス  ポート レッ トで Web サービスを検索して
その Web サービス とやり と り したり、 ポート レッ ト で WebLogic 
Integration API を呼び出したりできます。

表 5   WebLogic Portal の機能 (続き )

機能 解説
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ポータル管理ツール

ポータル管理ツールは、 ブラ ウザ ベースの WebLogic Portal Administration 
Tools の一部であり 、 アプリ ケーショ ン  サーバ上で動作し 、 以下のタスク に使
用し ます。

� デフォル トのポータル コンテンツの作成と管理

� グループ ポータルを使用して特定のグループ メ ンバー向けにコンテンツを
カスタマイズする作業の管理

たとえば、 以下の図で示すよ うに、 ポータル管理ツールでアクセスできる  [ スキ
ンの選択 ] ページを使用して、 1 つのグループ ポータルの全メ ンバー向けにデ
フォル トのポータル スキンの外観を定義できます。

図 9  デフォルト の ポータル スキンを定義する  — ポータル管理ツール
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エンタープライズ ポータルの構築
以下の図に、 Web サイ ト の訪問者がサンプル ポータル用のスキンを選択する方法
を示します (訪問者固有の設定はデフォルト のポータル設定には影響しません )。

図 10  Sample Portal Visitor Tools を使用してスキンを選択する

E-Business Control Center

E-Business Control Center はスタンドアロンのグラフ ィカル ツールです。 これを
使えば、 WebLogic Portal で構築したエンタープライズ  ポータルおよびサイ トに
使用されるサイ ト  インフラス ト ラ クチャ、 ビジネス  ロジッ ク、 およびプレゼン
テーシ ョ ン リ ソースを作成し管理するのに必要なタスクを簡素化できます。
E-Business Control Center では、 Java、 Java Server Pages (JSP) または HTML の
コーディング知識が少しあれば、 ポータルとポー ト レッ トのデザイン、 機能、 お

よび訪問者属性を定義できます。

E-Business Control Center では、 Webflow エディ タ と  Pipeline エディ タ、 Portal 
Wizard、 Portlet Wizard など、 基本的なポータル設計タスクに役立つエディ タ と
ウ ィザードが数多く用意されています。
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Webflow エディ タ と  Pipeline エディ タ

以下の図で示す Webflow エディ タ と  Pipeline エディ タでは、 ページ間の移動を
指定し、 ポー ト レッ ト間の通信を簡素化する こ とができます。

図 11  Webflow と  Pipeline を定義する — E-Business Control Center

Webflow と  Pipeline は、高度なプログラ ミ ング技能を必要とする こ とな く、 アプ
リ ケーシ ョ ンを構成するビジネス  ロジッ ク と表示と を分離して管理できるよ う
に設計された、 柔軟な メカニズムです。
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エンタープライズ ポータルの構築
Portal Wizard と  Portlet Wizard

以下の図で示すよ うに、 Portal Wizard で、既存のテンプレート を基に新しいポー
タルを簡単に作成できます。

図 12  ポータルを作成する  — Portal Wizard

同様に、 以下の図で示す Portlet Wizard では、 新規のポート レッ ト を簡単に作成
してそのコンポーネン ト を指定できます。

図 13  ポート レット を作成する — Portlet Wizard

Portal Wizard と  Portlet Wizard は、 必要な情報を収集して、 指定された情報に基
づいて自動的に新しいポータルやポート レッ ト を生成します。
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エンタープライズの統合

今日のグローバル企業は、 業務に必須の情報がアプリ ケーショ ン間でリ アルタイ

ムにやり と り さ れる統合ソ リ ューショ ンを必要と しています。 統合計画と しては、

バッ クオフィ ス  システムと連動する企業内、 または、 企業内のデータと プロセス
を顧客および他の企業と 連動させる企業間での統合のどちらかと なり ます。

以下の図に示す BEA WebLogic Integration は、企業内および企業全体にわたって
アプリ ケーシ ョ ン とビジネス  プロセスの開発、 デプロイ メ ン トおよび統合を行
う ための包括的なソ リ ューシ ョ ンです。

図 14  BEA WebLogic Integration フレームワーク

上の図で示したよ うに WebLogic Integration では以下の主要サービスをサポート
しています。

表 6   WebLogic Integration サービス

サービス 解説

Application Integration 企業全体にわたって情報システム と新しいアプ リケーシ ョ ンを統合する。
32 BEA WebLogic Platform の紹介



エンタープライズの統合
WebLogic Integration は、WebLogic Server に用意されている共通アプ リ ケーシ ョ
ン実行時環境で動作します。

以降の節では、 WebLogic Integration サービスについて詳細に説明します。

WebLogic Integration の詳細については、 以下の URL で示す BEA e-docs Web サ
イ ト の WebLogic Integration ドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/index.html

アプリケーションを統合する

Application Integration では、 カスタム アプリ ケーシ ョ ン と従来のアプリ ケー
シ ョ ンだけでな く、 エンタープライズ  リ ソース  プランニング (ERP)、 サプライ  
チェーン マネジメ ン ト  (SCM)、人事 (HR)、およびカスタマ リ レーシ ョ ンシップ 
マネジメ ン ト  (CRM) など、 企業全体にわたって情報システムと新しいアプリ
ケーシ ョ ンを統合できます。

アダプタを使用すれば、 元のアプリ ケーシ ョ ンやデータ構造を変更せずに、 相互

に接続されたアプリ ケーシ ョ ン間でデータ とビジネス  プロセスを共有できます。
Adapter Developer Toolkit (ADK) を使用すれば、 J2EE Connector Architecture 
(CA) 準拠のサービス アダプタ と イベン ト  アダプタを開発およびホス トするこ と
ができます。 サービス アダプタは、 接続先のエンタープラ イズ情報システムの
特定の機能を呼び出します。 イベン ト  アダプタでは、 エンタープライズ情報シ
ステムから統合環境に情報の伝達を行います。

Business Process 
Management (BPM)

企業のビジネス  プロセスの管理を合理化する。

B2B Integration 業務上の ト レーディング パートナと コ ラボレーシ ョ ンし、 B2B 相互取引を

管理する。

Data Integration 多様なエンタープライズ アプ リケーシ ョ ンのデータを統合する。

表 6   WebLogic Integration サービス (続き )

サービス 解説
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アプリ ケーシ ョ ン ビューには、 アダプタを抽象化したビューが用意されていま
す。 このビューによ り、 XML データの授受によ りデータの入出力を行う ビジネ
ス  サービスと して、 既存のエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンを利用できるよ
うにな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを使えば、 統合の担当者は、 技術的な
実装方式を気にするこ とな くエンタープラ イズのデータにアクセスできます。

以下の図で示すよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン ビュー コンソールは、 企業のすべて
のアプリ ケーシ ョ ン ビューに簡単にアクセスし、 それらを編集および整理でき
る  GUI です。

図 15  アプリケーショ ン ビューを管理する  — アプリケーショ ン ビュー コンソール

アプリ ケーシ ョ ン ビュー コンソールを使用して、 イベン ト  アダプタ とサービス  
アダプタのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを定義および管理できます。 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューをフォルダに格納するこ とによ り、 個々のアプリ ケーシ ョ ン  
ビューがどのアダプタに属するかに関係なく、 独自のナビゲーシ ョ ン スキーム
に従ってそれらのビューを整理できます。

アプ リ ケーシ ョ ン統合機能を拡張するために、 BPM プラグイン フレームワーク
を使用してアプリ ケーシ ョ ン  ビューを BPM ビジネス  プロセス と統合できます。
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エンタープライズの統合
ビジネス プロセスを管理する

Business Process Management (BPM) では、 エンタープラ イズ ビジネス  プロセス
の管理を合理化できます。 ビジネス  プロセスには、 全社規模のタスク、 活動、
意思決定、 およびイベン ト が整理統合され、 複数のアプリ ケーシ ョ ン、 システ

ム、 および関係者が関わる場合もあ り ます。

WebLogic Integration Studio を使用する と、 以下の図で示すよ うに、 ビジネス  プ
ロセスを設計および監視できます。

図 16  ビジネス プロセスを定義、 モニタする  — Studio
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WebLogic Integration Studio の グラフィ カル インタフェースでは、 使い慣れたフ
ローチャート の構成要素をビジネス  プロセス  ワーク フロー モデリ ングに利用で
き、 ビジネス  プロセスをグラフィ カルに表現できます。 Studio では、 ワークフ
ロー設計、 ワーク フローの監視、 およびデータ管理機能がサポート されています。

以下の図で示すよ うに、 Studio の実行中に WebLogic Integration Worklist を使用
してエンド  ユーザと してビジネス  プロセス と対話できます。

図 17  ビジネス プロセスと対話する — Worklist

Worklist を使用して、 現在の組織の管理、 ビジネス  プロセスの開始、 およびタ
スク管理ができます。

BPM の機能を拡張するために、 BPM API を使用して独自ク ライアン ト  アプ リ
ケーシ ョ ンやプラグインを開発できます。 WebLogic Integration には、
Application Integration、 B2B Integration、 および Data Integration 機能と接続する
ためのプラグインが用意されています。

B2B コラボレーションを統合する

B2B Integration では、 ト レーディ ング  パートナとのコラボレーシ ョ ン、 および 
B2B におけるやり と り を管理できます。
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エンタープライズの統合
以下の図で示すよ うに、 WebLogic Integration B2B Console を使用して、 コラボ
レーシ ョ ン、 および B2B におけるやり と り をコンフ ィグレーシ ョ ンおよび管理
できます。

図 18  B2B Integration をコンフィ グレーショ ン、 管理する  — B2B Console

B2B Console を使用して、 以下のものをコンフィ グレーショ ンおよび管理できます。

� 会話。 B2B における会話は、 ト レーディング パートナとの間で交換する、
一連のビジネス  メ ッセージで構成されます。

� ト レーディング パートナおよびそれぞれの関係者の配信チャネル コンフ ィ
グレーシ ョ ン。 配信チャネルによって、 ト レーディ ング パートナがメ ッセー
ジを送受信する方法が定義されます。 ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ン
では、 ト レーディ ング パートナはそれぞれの配信チャネルを介して直接相手
と意思伝達を行います。 ハブアンド スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンでは、 ト
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レーディング パートナは中間システム (つま りルーティ ング  プロキシ ) 配信
チャネルを介して相手と意思伝達を行います。 配信チャネルによって、 会

話、 転送プロ ト コル、 およびセキュ リ テ ィ  パラ メータに使用されるビジネス  
プロ ト コル (ebXML Message Service または RosettaNet) が定義されます。

� 会話定義で指定したロールに ト レーディ ング パートナをマップするコラボ
レーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト 。

B2B Integration の機能を拡張するために、 以下のこ とができます。

� カスタム管理アプ リ ケーシ ョ ンと メ ッセージング  アプリ ケーシ ョ ンを開発
し、 B2B Integration API を使用してメ ッセージ  ロギングを行う

� ロジッ ク  プラグインを使用してビジネス  メ ッセージに対して特別な処理を
行う

� 電子データ交換 (Electronic Data Interchange: EDI) 対応システムである  
Power.Enterprise! を使用して、 WebLogic Integration 環境と  EDI 環境と を統
合する

� BPM プラグイン フレームワークを使用して、 ト レーディ ング  パートナの会
話と  BPM ビジネス  プロセス とを統合する

データを翻訳、 変換する

Data Integration では、 XML を標準フォーマッ ト と して使用して、 さまざまなエ
ンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンのデータを統合できます。

Data Integration 機能を使用して、 以下のこ とができます。

� バイナ リ  データ と  XML との間で双方向翻訳を行う

� バイナ リ  データを ebXML、 RosettaNet などの XML 文法に変換する

データを翻訳するには、バイナ リ  データ と  XML との間のマップを定義する必要
があ り ます。 具体的には、 バイナ リ  データ内のレコード  レイアウ ト のメ タデー
タ記述を定義し、メ ッセージ  フォーマッ ト言語 (Message Format Language: MFL) 
ファ イルと して情報を格納します。
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エンタープライズの統合
この処理を簡単にするために、 以下の図で示すよ うに  Format Builder を使用でき
ます。

図 19  データ翻訳を定義する — Format Builder

Format Builder を使用して以下のこ とができます。

� データの構造分析と詳細分析に基づいてフォーマッ ト記述を作成し、 MFL と
して格納する

� 実際のデータに適用する前にフォーマッ ト記述をテス トする

データを変換するには、 ある  XML 文法規則が別の規則にどのよ うにマップされ
るかを記述した XSL スタイル シート を作成します。 Contivo Analyst の設計時 
GUI を使用すれば、 XSL スタイル シート を手作業で作成できます。 または、
Contivo Analyst と  Contivo eService の自動マッピング機能を使用する こ と もでき
ます。
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以下の図に Contivo Analyst Mapping Editor を示します。

図 20  データ変換を定義する — Contivo Analyst Mapping Editor

Data Integration 機能を拡張するために、以下のよ うに BPM ビジネス  プロセス と
機能を統合できます。

� BPM プラグイン フレームワークを使用して、 データ翻訳機能と ビジネス  プ
ロセス と を統合する

� WebLogic Integration Studio で XSL Transform ワークフロー アクシ ョ ンを使
用して、 データ変換機能とビジネス  プロセス と を統合する

エンタープライズの管理

前述したよ うに WebLogic Platform の機能は、 WebLogic Server によって提供さ
れるアプリ ケーシ ョ ン  サーバ実行時環境で動作し、 相互作用する複雑なシステ
ム リ ソースを利用します。

システム リ ソースの例を以下に示します。

� ク ラスタ  — アプリ ケーシ ョ ンの負荷を複数の WebLogic Server インスタン
ス間で分散します。 ク ラスタでは、 レプ リ ケーシ ョ ン、 ロード  バランシン
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エンタープライズの管理
グ、 およびフェイルオーバ サービスがサポート されるので、 電子商取引シス
テムのスケーラビ リ テ ィ と高い可用性が確保されます。

� セキュ リ テ ィ  — 包括的で柔軟なセキュ リ テ ィ  アーキテクチャが用意されて
いるので、 システム  リ ソースへのアクセスを制御およびト ラ ッキングできま
す。 サポート されるセキュ リテ ィ機能は、 アクセス制御、 暗号ベースのプラ

イバシ、 ユーザ認証、 ユーザレベルとグループレベルのアクセス制御 リ ス ト  
(access control list: ACL)、 レルム、 セキュア  ソケッ ト  レイヤ (secure sockets 
layer: SSL)、 およびデジタル証明書などです。

� ト ランザクシ ョ ン — 厳格なガイ ド ラ インに従ってデータベース  ト ランザク
シ ョ ンを正確に実行するこ とによ り、 データの整合性が確保されます。 サ

ポート される機能は、 分散ト ランザクシ ョ ンと  2 フェーズ コ ミ ッ トです。 分
散ト ランザクシ ョ ンでは、 複数のリ ソース  マネージャが相互に調整された形
で更新されます。 2 フェーズ コ ミ ッ トでは、 ト ランザクシ ョ ンに参加するす
べてのデータベースによって ト ランザクシ ョ ンが確実にコ ミ ッ ト されます。

WebLogic Platform には、企業全体にわたってアプリ ケーシ ョ ン  サーバ リ ソース
を管理するための統合された管理ツール セッ トが装備されています。

中核となる管理タスクを遂行するための主要なツールは、 WebLogic Server 
Administration Console の Web ベース  インタフェースです。 WebLogic Server で
は、 高度なシステム管理スク リプ ト を作成するため、 または非 GUI ベースのシ
ステムを使用するために、 コマンド ライン インタフェースも用意されています。
さ らに、 ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンし、 WebLogic Portal と  WebLogic 
Integration の特定の機能を管理するための付加価値の高いツールがあ り ます。

WebLogic Platform 管理ツールの詳細については、 以降の節で説明します。

アプリケーション サーバ リソースを管理する

アプ リ ケーシ ョ ン サーバ リ ソースを管理するには、 以下の図で示す WebLogic 
Server Administration Console を使用します。
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図 21  アプリケーショ ン サーバ リソースを管理する  — Administration Console

Administration Console は、 WebLogic Administration Service への Web ベースの
インタフェースであ り、 サーバ リ ソースの管理ツールを提供する  Sun の Java 
Management Extension (JMX) 標準の実装です。

Administration Console を使用して、 以下の中核的な管理タスクを実行できます。

� システム リ ソースの起動、 停止、 モニタ、 およびコンフ ィグレーシ ョ ン

� システム パフォーマンスのモニタ と評価

� サーバまたは接続プールのロード  バランシング

� 問題の検出とその対処

� Web アプリ ケーシ ョ ン、 EJB などの リ ソースのデプロイ メ ン ト
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エンタープライズの管理
複雑なシステム管理スク リプ ト を作成するため、 または非 GUI ベースのシステ
ムを使用するために、 コマンド ライン インタフェースも用意されています。

ド メインをコンフ ィグレーションする

BEA の [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードでは、 カスタム ド メ インを作成で
きます。 ド メ インとは WebLogic Server の基本管理単位であ り、 単位と して管理
され、 相互に関係する  WebLogic Server リ ソースのセッ トから構成されていま
す。 ド メ インには任意の数の WebLogic Server インスタンスが含まれ、
WebLogic Server ク ラスタも含まれる場合があ り ます。

[ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィザードの詳細については、 以下の URL で示す 
BEA e-docs Web サイ トの 『コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードの使い方』 を参照
して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/
index.html

追加機能を管理する

WebLogic Portal と  WebLogic Integration の追加機能を管理するには、 WebLogic 
Server Administration Console に加えて、 この節で説明するツールを使用できます。

WebLogic Portal のその他の機能を管理する

WebLogic Portal の特定の機能を管理するには、以下の図で示す WebLogic Portal 
Administration Tool を使用します。
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図 22  WebLogic Portal 機能を管理する — Administration Tools

以下の表では、 管理可能なその他の機能に焦点をあて、 各 WebLogic Portal 
Administration Tools について説明しています。

表 7   WebLogic ポータル管理ツール

ツール 解説

ユーザ管理 訪問者、 管理ユーザ、 グループ  メ ンバシップ、 およびユーザ プロファ イル属
性の管理

注文管理 顧客からの既存の注文の表示と変更

ポータル管理 ポータルとポート レッ トの作成と管理

カタログ管理 製品カタログの動作と コンテンツの管理

支払管理 支払い ト ランザクシ ョ ンの表示と変更
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エンタープライズの管理
WebLogic Portal では、以下の図で示す [ ポータル管理 ] ツールを使用して、 ユー
ザの委託管理、 ポータル プレゼンテーシ ョ ン、 および資格付与管理をサポート
しています。

図 23  委託管理タスク  — Delegate Administration ツール

委託管理では、 管理階層構造を作成して、 作業の委託および負荷分散を行った

り、 バッ クアップ管理をサポート した り します。 たとえば、 ポータル プレゼン
テーシ ョ ン管理を設計グループのメ ンバーに委託したい場合があ り ます。

WebLogic Integration 追加機能を管理する

WebLogic Integration 機能を管理するには、 以下の表で説明するツールを使用し
ます。
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WebLogic Platform ソリューショ ンの構築

以降の節では、 WebLogic Platform を使用してエンタープラ イズ  ビジネス  ソ
リ ューシ ョ ンを構築する方法を例で示します。 その例では、 架空のデジタル カ
メ ラ機器供給会社である  Avitek Digital Imaging 社が WebLogic Platform を使って
どのよ うに業務目標を達成するかが示されます。

Avitek Corporation 社の子会社である  Avitek Digital Imaging 社は、 民生市場向け
と業務用機器市場向けにオーディオ、 ビデオ コ ミ ュニケーシ ョ ン、 IT 製品を製
造する ト ップ メーカーです。 Avitek Corporation 社はグローバル企業であ り、 同
社の従業員は世界中に分散しています。 製品在庫を確保するため、 従業員は複数

のサプライヤに見積も り を要求する必要があ り ます。

Avitek Digital Imaging 社の主な業務目標を以下に示します。

� オンラインのパーソナライゼーショ ン販売チャネルを構築して売上を拡大する

� 製品購入プロセスを自動化して、 従業員の生産性向上と費用削減を図る

� 従業員がパブ リ ッ ク  HR 情報とパーソナル HR 情報に容易にアクセスできる
よ うにして、 HR 生産性を向上させる

表 8   WebLogic Integration 機能の管理

サービス 解説

Application Integration イベン ト  アダプタ とサービス  アダプタ用のアプリ ケーシ ョ ン  
ビューを管理するには、 34 ペ－ジの 「アプリ ケーシ ョ ン  ビュー

を管理する  — アプ リケーシ ョ ン ビュー コンソール」 の図で示し

たアプ リケーシ ョ ン  ビュー コンソールを使用する。

BPM BPM ビジネス  プロセスを管理およびモニタするには、 35 ペ－ジ

の 「ビジネス  プロセスを定義、 モニタする  — Studio」 の図で示

した WebLogic Integration Studio を使用する。

B2B Integration B2B Integration を管理するには、 37 ペ－ジの 「B2B Integration 
をコンフ ィグレーシ ョ ン、管理する  — B2B Console」 の図で示し

た B2B Console を使用する。
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WebLogic Platform ソ リ ューシ ョ ンの構築
WebLogic Platform ソ リ ューシ ョ ンの構成を以下に示します。

� B2C インターネッ ト  Web サイ ト。 このサイ ト で、 顧客は Avitek Digital 
Imaging 社の製品カタログの閲覧、 商品の選択、 および注文ができ、 業界の
プロフェ ッシ ョナルはパーソナライゼーシ ョ ンされたコンテンツを表示でき

ます。

� B2B 購買ポータル。 このポータルで、 Avitek Digital Imaging 社の購入エー
ジェン トがサプライヤと連絡を取りながら製品の在庫水準を維持します。

� B2E イン ト ラネッ ト  Web サイ ト。 このサイ ト で、 Avitek Digital Imaging 社
の従業員は、 オンラインですべてのパブ リ ッ ク  HR 情報とパーソナル HR 情
報にアクセスできます。

最後のソ リ ューシ ョ ンである  B2E イン ト ラネッ ト  Web サイ ト以外のソ リ ュー
シ ョ ンは、 『WebLogic Platform サンプル アプリ ケーシ ョ ン ツアー』 で説明して
いるよ うに、 WebLogic Platform サンプル アプリ ケーシ ョ ンに基づいています。

この例を詳し く見る前に、 業務目標の達成を可能にする  WebLogic Platform 機能
の相互運用について理解するこ とが重要です。 以下の節では WebLogic Platform 
機能の相互運用について説明します。

WebLogic Platform 機能の相互運用

WebLogic Platform では、 標準ベースの構築－統合手法が採用されており、 アプ
リ ケーシ ョ ンの開発とデプロイ メン ト、 既存システムとの迅速な統合、 ビジネス  
プロセスの自動化、 およびビジネス  パートナとの連携ができます。

構築－統合手法をサポート し、 WebLogic Platform 機能の相互運用を可能にする
ために、 統合エン ト リ  ポイン ト を利用できます。 統合エン ト リ  ポイン ト によ り、
フロン ト エンド  Web アプリ ケーシ ョ ンと異機種混在のバッ クエンド  システムと
の間で、 プロセスレベル通信とデータ  フローを円滑に行う こ とができます。 統合
エン ト リ  ポイン トでは、 相互運用が行われる場所を定義します。
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以下の図に、 WebLogic Platform 統合エン ト リ  ポイン ト を示します。

図 24  WebLogic Platform Integration エント リ  ポイント

上の図で示したよ うに、 統合エン ト リ  ポイン ト には以下のものがあ り ます。

� Web サービス — さまざまなシステムを統合します。

� WebLogic Integration 機能。 たとえば以下の機能です。

� Application Integration — J2EE の Connector Architecture (CA) アダプタを
直接呼び出してバッ クエンド  システムと統合します。 通常、 同期通信に
使用されます。

� BPM — API を呼び出して同期通信を行うか、 または JMS を介して非同
期通信を行います。 BPM プラグイン フレームワークを使用して  BPM 機
能を拡張します。

� B2B Integration — メ ッセージ API または BPM プラグイン コラボレー
シ ョ ン機能を介して通信します。 JSP タグ ライブラ リ を使用して、 ホス
ト されている  B2B Integration イネーブラ と通信可能なシンク ライアン ト  
インタフェースを構築します。
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WebLogic Platform ソ リ ューシ ョ ンの構築
� WebLogic Portal 機能。 たとえば以下の機能です。

� ポート レッ ト  — Web サービスを検索してその Web サービス とやり と り
した り、 WebLogic Integration API を呼び出した り します。

� 統合ユーザ プロファ イル (unified user profile: UUP) — ユーザ プロファ
イル、 既存のユーザ データベース、 従来のアプリ ケーシ ョ ンなどの複数
のデータ  ソースからの情報を単一のビューで表示します。

� Webflow コンポーネン ト と  Pipeline コンポーネン ト  — ビジネス  ロジッ ク
とサイ ト  プレゼンテーシ ョ ンのフローを管理します。 WebLogic 
Integration 機能など、 Web アプリ ケーシ ョ ン とエンタープライズ情報シ
ステム間のプロセスレベルの通信およびデータ  フローを可能にします。

以降の節では、 この節で説明した相互運用シナ リオに沿って、 WebLogic 
Platform を使用してエンタープライズ  ビジネス ソ リ ューシ ョ ンを構築する方法
を例で示します。

オンライン販売ポータルを構築する

Avitek Digital Imaging 社の業務目標の 1 つは、パーソナライゼーシ ョ ンされたオ
ンライン販売ポータルを構築するこ とによって収益を拡大し競争力を維持するこ

とです。 WebLogic Platform を使用して、 顧客は Avitek Digital Imaging 社の製品
カタログの閲覧、 商品の選択、 および注文ができ、 業界のプロフェ ッシ ョナルは

パーソナライゼーシ ョ ンされたコンテンツを表示できます。

以下に、 オンライン販売ポータルを構築する際に Avitek Digital Imaging 社が使
用する  WebLogic Platform 機能を要約します。

� WebLogic Portal によって、 フロン トエンド  B2C Web アプ リ ケーシ ョ ンを機
能させる

� Application Integration によって、 バッ クエンド  エンタープラ イズ システム
と通信し、 製品の在庫状況をチェ ッ クする

� BPM によって、 受注処理プロセスを合理化する

� Web サービスによって、 製品評価情報と代金支払い認可機能を用意する

以下の表では、 オンライン販売ポータルでのユーザとの対話と、 それに対応して

舞台裏で動作する  WebLogic Platform 機能について説明します。
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製品在庫ポータルを構築する

Avitek Digital Imaging 社の 2 番目の業務目標は、製品購入プロセスの自動化によ
り、従業員の生産性向上と費用削減を図るこ とです。Avitek Digital Imaging 社は 
WebLogic Platform を使用して B2B 製品在庫ポータル構築します。 このポータル
を使って、 購入エージェン トはサプラ イヤと連絡を取り ながら製品の在庫水準を

維持します。

表 9   オンライン販売ポータルにおけるユーザとの対話

ユーザが行う操作 動作する WebLogic Platform 機能

顧客が Avitek Digital Imaging 社の Web サ
イ トにログインする

WebLogic Portal を使用して構築された B2C ポート レ ッ

トが、 商取引ポータルのパーソナラ イゼーシ ョ ンされ
たビューを表示する。

顧客が製品評価ポート レッ トにアクセス
し、 購入を検討する

WebLogic Workshop を使用して開発された製品評価 
Web サービスが、 バッ クエンド  データベース  システム

と統合されており、 製品評価情報を表示する。

顧客が製品カタログを見て、 シ ョ ッ ピン
グ カートに商品を追加する

Pipeline コンポーネン トが、 Application Integration アダ

プタを呼び出してバッ クエン ド在庫システムと同期通
信を行い、 製品在庫状況を確認する。 在庫があれば
ポータルは商品をシ ョ ッピング カートに追加し、 合計

注文金額を計算する。 割引できる場合、 この時点で割
引を適用する。 在庫がなければ、 ポータルに 「在庫切
れ」 メ ッセージを表示する。

顧客は精算画面に進んで、 発送先住所と
代金請求情報、 クレジッ ト  カード情報を

入力する

WebLogic Workshop を使用して開発された代金支払い

認可 Web サービスが、 外部の代金支払い処理業者と統

合して支払い情報の認可処理を行う。 認可された場合、
ポータルに確認メ ッセージを表示する。 認可されな
かった場合、 認可されなかったこ とを示すメ ッセージ
をポータルに表示する。

顧客が注文を確認する Pipeline コンポーネン トが XML メ ッセージを生成し、

BPM ワークフローにエン ト リ される よ うに WebLogic 
Integration Event Processor にそのメ ッセージを渡す。

BPM が XML メ ッセージをキューから削除し、 バッ ク

エンド受注管理システムに受注情報を渡す。
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WebLogic Platform ソ リ ューシ ョ ンの構築
以下に、 Avitek Digital Imaging 社が製品在庫ポータルに利用する  WebLogic 
Platform 機能を要約します。

� WebLogic Portal によって、 フロン トエンド  B2B Web アプ リ ケーシ ョ ンを機
能させる

� B2B Integration によって、 購入エージェン ト とサプライヤが標準ベースの会
話を使用してコ ラボレーシ ョ ンできる機能を提供する

� BPM によって、 複数のシステム間のタスクを調整する

以下の表では、 製品在庫ポータルでのユーザとの対話と、 それに対応して舞台裏

で動作する  WebLogic Platform 機能について説明します。

表 10   製品在庫ポータルにおけるユーザとの対話

ユーザが行う操作 動作する WebLogic Platform 機能

購入エージェン トが Avitek Digital Imaging 
社の製品在庫ポータルにログインする

WebLogic Portal を使用して構築された B2B ポー ト レッ

トが、 購入ポータルのパーソナラ イゼーシ ョ ンされた
ビューを表示する。

購入エージェン トが、 特定の製品に使わ
れる部品の在庫状況をチェ ッ クする

ポート レッ トが、 WebLogic Integration JSP タグ  ラ イブ

ラ リ を使用して、 ホス ト されている  B2B Integration イ
ネーブラ と通信し、 選択された製品に使われている部
品の在庫状況を表示する。

購入エージェン トが、 部品を選択し、 部
品の価格と在庫状況を照会 (QPA) する

ポート レッ トが  WebLogic Integration JSP タグ ラ イブラ

リ を使用して  BPM を ト リ ガし、 QPA ワークフロー プ
ロセスを開始する。 ワークフローの一部と して、 B2B 
Integration が QPA をサプラ イヤに送信し応答を受信す

る。 続けて、 BPM が、 照会結果を表示して購入エー

ジェン トによるサプラ イヤの選択を求める こ とによ り、
購入エージェン トにタス クを割り当てる。

購入エージェン トがサプラ イヤを選択し、
注文書 (PO) を発行する

BPM が、 ワークフローを再開し、 選択されたサプライ

ヤに注文書を送信するよ う  B2B Integration に指示する。

B2B Integration は注文書を送信し、 サプラ イヤから受注

確認を受信する。

購入エージェン トが注文書のステータス
をチェ ッ クする

B2B Integration がサプライヤから受注確認を受信し、

ポート レッ ト を更新する。
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従業員 HR ポータルを構築する

Avitek Digital Imaging 社の最後の業務目標は、 従業員がパブ リ ッ ク  HR 情報と
パーソナル HR 情報に容易にアクセスできるよ うにして、 HR 生産性を向上させ
る こ とです。 WebLogic Platform を使用して、 Avitek Digital Imaging 社は B2E イ
ン ト ラネッ ト  Web サイ ト を構築し、 従業員がすべてのパブ リ ッ ク  HR 情報と
パーソナル HR 情報にアクセスできるよ うにします。

以下に、 Avitek Digital Imaging 社が従業員 HR ポータルに利用する  WebLogic 
Platform 機能を要約します。

� WebLogic Portal によって、 フロン ト エンド  B2E Web アプリ ケーシ ョ ンを機
能させる

� Application Integration によって、 バッ クエンド  HR システムおよび福利厚生
システムと通信する

� BPM によって、 福利厚生申込みプロセスを合理化する

以下の表では、 従業員 HR ポータルでのユーザとの対話と、 それに対応して舞台
裏で動作する  WebLogic Platform 機能について説明します。

表 11   従業員 HR ポータルにおけるユーザとの対話

ユーザが行う操作 動作する WebLogic Platform 機能

従業員が Avitek Digital Imaging 社の従業

員 HR ポータルにログインする

WebLogic Portal を使用して開発された B2E ポート レッ

トが、 HR ポータルのパーソナラ イゼーシ ョ ンされた

ビューを表示する。

従業員がパブ リ ッ ク  HR 情報をブラウズ

する

Pipeline コンポーネン トが、 Application Integration アダ

プタを呼び出してバッ クエン ド  HR システム と同期通信

を行い、 要求された情報を表示する。

従業員がパーソナルな福利厚生情報を
ブラウズする

Pipeline コンポーネン トが、 Application Integration アダ

プタを呼び出してバッ クエン ド福利厚生データベース
と同期通信を行い、 福利厚生情報を表示する。

従業員が福利厚生サービスへの申し込み
や個人情報の更新を行う

Pipeline コンポーネン トが XML メ ッセージを生成し、

BPM ワークフローにエン ト リ される よ うに WebLogic 
Integration Event Processor にそのメ ッセージを渡す。

BPM が XML メ ッセージをキューから削除し、 バッ ク

エンド福利厚生システムに指示を渡す。
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プラ ッ ト フォームの拡張
プラッ ト フォームの拡張

前述したよ うに WebLogic Platform のアーキテクチャは拡張可能なので、 堅牢か
つスケーラブルなフレームワークがサポート され、 現在および将来の資産を活用

できます。

WebLogic Platform の拡張性は、 以下の事項のサポート によって実現されています。

� 標準ベースの J2EE 技術と  J2EE サービス

� Web サービス。 分散システムを統合するための標準的な方法を提供します。

� その他の WebLogic Server EIS 統合オプシ ョ ン。 J2EE Connector Architecture 
(CA)、 WebLogic/Tuxedo Connector (WTC)、 WebLogic jCOM など、 表 4 で
示しています。

� Application Integration。 33 ペ－ジの 「アプ リ ケーシ ョ ンを統合する」 で説明
しています。

� Java Management Extensions (JMX)。 サードパーティ製の管理ツールやモニ
タ  ツールと統合するために使用します。 セキュ リ テ ィ管理用の Service 
Provider Interface (SPI) も提供されています。

� サードパーティ製 Java IDE。 JBuilder、 WebGain などです。

� MQ Series。 ト ランザクシ ョ ン リ ソース  マネージャ と して使用します。

BEA は、 顧客と緊密な共同作業、 および以下のリ ソースを介した支援によ り、
開発コ ミ ュニティのサポートに全力を傾けています。

� BEA eSupport (http://support.bea.com/welcome.jsp): BEA カスタマ サ
ポートによる業界 ト ップレベルのサポート 。 顧客のク リテ ィカルな e ビジネ
スの立ち上げにおいて、 積極的かつ迅速対応のサービスを効果的に提供する

ための専門技術を提供しています。

� BEA dev2dev Online (http://dev2dev.bea.com): WebLogic Platform を使用
してアプリ ケーシ ョ ンの設計とデプロイ メ ン ト を行う ための技術 リ ソース。

� BEA ニュースグループ (http://www.bea.com/support/newsgroup.shtml): 
意見交換、 最適な使用方法や教訓の共有、 討論、 および相互の技術サポート

を行 うためのフォーラム。
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� BEA Portal Solutions Center (http://portalsolutions.bea.com):企業がエ
ンタープラ イズ ポータル ソ リ ューシ ョ ンを設計し開発するためのオンライ
ン リ ソース センタ。 BEA Portal Solution Center では、 BEA、 主要なシステ
ム インテグレータ、 および主要なソフ ト ウェア ベンダーが提供するポート
レッ トのカタログ、 ソフ ト ウェアの統合、 および設計済みポータル ソ リ ュー
シ ョ ンに、 セルフサービスで安全にアクセスできます。 これらを利用すれ

ば、 ポータルの設計と開発を簡素化できます。

BEA は、 BEA のコア技術上で動作する製品を開発している独立系ソフ ト ウェア
会社、 サードパーティの開発会社、 またはパートナに、 個別のライセンス プログ
ラムを提供しています。 BEA は戦略的パートナシップに投資して包括的な  e ビジ
ネス  ソ リ ューシ ョ ンを提供するこ とに力を注ぎ、 また、 包括的な e ビジネス ソ
リ ューシ ョ ンを提供するために各パートナと緊密に共同作業を行っています。

BEA とのパートナシップのメ リ ッ ト を以下に示します。

� 信頼性が高く実績のある基盤に構築できる  — WebLogic Server はアプ リ ケー
シ ョ ン サーバと して事実上の標準であ り、 他のどのアプリ ケーシ ョ ン サー
バよ り も多くの開発者、 独立系ソフ ト ウェア会社、 アプ リ ケーシ ョ ン サービ
ス  プロバイダ (ASP)、 およびシステム インテグレータ会社によって使用さ
れています。

� 生産性の向上 — アプリ ケーシ ョ ン サービスに J2EE 標準 を使用している電
子商取引アプ リ ケーシ ョ ンを迅速に開発できます。

� 費用構造の縮小 — 既存の資産を活用する こ とによ り、 習得、 統合、 サポー
ト 、 および保守を必要とする製品の数を削減できます。

� 事業の拡大 — オープンな標準と ク ラスタ化によ り スケーラビ リテ ィ と高可
用性を実現し、 顧客層の急速な拡大を促進できます。

BEA パートナ プログラムの詳細については、 以下を参照して ください。

� BEA パートナは以下の URL に記載されています。

http://www.bea.com/partners/index.shtml

� 『WebLogic Server パートナーズ ガイ ド』 は、 以下の URL の BEA e-docs 
Web サイ ト にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/isv/index.html
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まとめ
まとめ

このマニュアルでは、 WebLogic Platform のシンプルで拡張性に優れた統合アー
キテクチャの活用によって、 どのよ うに開発生産性を向上し、 その結果、 市場へ

の迅速な投入および費用構造の縮小を実現できるかを説明しました。

WebLogic Platform の詳細については、 以下の表の情報源を参照して ください。

表 12   WebLogic Platform 情報源

参照したい内容 参照先

WebLogic Platform を初めて評価、 学習、

および使用するユーザが最初にアクセス
する と ころ

WebLogic Platform QuickStart アプ リケーシ ョ ン。

WebLogic Platform サンプル アプ リケーシ ョ ン、 ツアー

などのサンプルをすぐに使用できる。 また、 特定の開発
作業に役立つツール、 オンラ イン  ドキュ メ ン ト も用意

されている。

最初に WebLogic Platform をインス トールする と き、

QuickStart が表示される。

Windows 上で QuickStart を手動で起動するには、 [ ス
タート｜ BEA WebLogic Platform 7.0 ｜ QuickStart] を選

択する。

UNIX 上で QuickStart を手動で起動するには、 以下の手

順を実行する。

1. 対象となる  UNIX システムにログインする。

2. コマンド ラ インのシェルを開く。

3. WebLogic Platform の /common/bin サブディ レク ト

リに移動する。
例 :
cd /home/bea/weblogic700/common/bin

4. 以下のコマン ドを入力する。
sh quickstart.sh

WebLogic Platform ソ リ ューシ ョ ンのデモ

を行う、 実行中のサンプル アプリ ケー

シ ョ ン

『BEA WebLogic Platform サンプル アプ リ ケーシ ョ
ン  ツアー』
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WebLogic Platform のインス トールと使用

に関する詳細情報

WebLogic Platform のドキュ メ ン トは、以下に示す URL 
の BEA e-docs Web サイ トでアクセスできる。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/
docs70/index.html

WebLogic Platform を使用してアプ リ ケー

シ ョ ンの設計とデプロイ メ ン ト を行うた
めの技術リ ソース

BEA dev2dev Online の URL:

http://dev2dev.bea.com

意見交換、 最適な使用方法や教訓の共有、
討論、 および相互の技術サポート を行う
ためのフォーラム

BEA ニュースグループの URL:

http://www.bea.com/support/newsgroup.shtml

表 12   WebLogic Platform 情報源 (続き )

参照したい内容 参照先
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